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令和７年災害発生状況（古川労働基準監督署管内）

労働災害は前年同時期と比較して増加しています。
事故の型「墜落・転落」は、高さ２ｍ未満からの多く、「転倒」のうち「滑り」によるものが最も多くなって

います。「動作の反動・無理な動作」のうち「転倒もどき」とは、バランスを崩したけれど、転倒せずに踏みと
どまった、足をくじいた等の状態のものになります。
連日暑いが続いています。今実施している熱中症予防対策が十分か再度点検をお願いします。
熱中症を発生させないことが第一ですが、熱中症のおそれのある労働者を発見した場合は、作成した手順に基

づき速やかに措置を講じ、重症化しないようにしましょう。
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+31.3%+52132社会福祉施設

※新型コロナウイルス感染症を除く
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全国労働衛生週間は、労働者の健康管理や職場環境の改善など「労働衛生」に関する国民の意識を高め、

職場の自主的な活動を促して労働者の健康を確保することを目的として毎年実施されています。

この期間を契機に健康保持増進に取組みましょう。

期 間：令和７年10月１日～ ７日 【準備期間：令和７年9月１日～30日】

歩数アップチャレンジ2025

スローガン ︓ ワーク・ライフ・バランスに意識を向けて
ストレスチェックで健康職場

10月から11月の期間中の1日8,000歩を目指す取組みです。
事業所部門（3人でチーム）・個人部門がありますので、運動習慣のきっかけにぜ
ひご参加ください。 歩数アップチャレンジ2025事務局

事業場における実施事項（抜粋）

・事業者または総括安全衛生管理者による職場巡視 ・労働衛生旗の掲揚およびスローガンなどの掲示
・過重労働による健康障害防止対策 ・職場におけるメンタルヘルス対策
・有害物の漏えい事故、酸素欠乏症などによる事故など緊急時の災害を想定した実地訓練等の実施



令和７年８月25日発行

ハローワーク古川からのおしらせ

宮城労働局 雇用環境・均等室からのおしらせ


